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Mαdemoiselle de Mαup切について

木俣 立早

Theophile Gautierの小説 Mαdemoisellede Mmψin (1835）は，彼の

くロマン的魂〉の凝結したロマン主義時代を代表する作品で、あるとともに，

晩年の Sρirite(1865）に至る，後続作品の源泉でもあり，この作品をどの

ように捉えるかは， Gautierの著作全体を考えるうえで， きわめて重要な

問題であると考えられる。

生tillを通じて Gautier の作1W1~ま，理想の美を探求するく芸術家〉のド

ラマと見ることができるが，とりわけこの Mademoisellede Mazψinは，

彼の芸術観もしくはく芸術家〉とし、う存在そのものに対する観念が，相対

立するものの綜合であるくhermaphrodite）のイメージを中心に， 「欲求

というプリズム」を通して柿き川されており， Gautierにおけるいわば

く絶対の探求〉を物語る作品となっている。形式からしてもまた内容的に

みても，至るところでくcapriceset zigzags）を繰り返すくoeuvrecom-

posite）であり，（romande l’impossible, roman de la contradiction) 

との形容は当を得ている。

伝記的な要素（Gautier自身の反映といってよい主人公 d’Albertはも

とより， とくに Rosetteのモデ、ルとなった女性たち）や，創作当時の文

学的状況と他の作家からの影響などについては，すでに ReneJasinski 

が詳しく指摘しているところである。また，この小説に付された「序文」

については後述に委ねる。

初版当初はくDoubleamour）という副題のあったこの物語は， 男装し

た女性 Theodore/Madeleinede Maupinが，主人公 d’Albertと若い未
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亡人 Rosetteとの双方ーから femme/homme として二重に愛されるとい

う筋のもとに展開される。この，男に変装した女性のイメージは， 17世紀

末から18世紀はじめに実在した MadeleineMaupin d’Aubignyという歴

史上のくvirago）が， 1830年代にあっても人々の関心を集めていたことと

無縁ではありえないし， さらには Delatoucheの LaFragoletta (1829) 

や Balzacの Sarrazine(1830), Seraphita (1835）などに代表される当時の

文学的流行と， GeorgeSandと MmeDorvalとの間に実際にみられたと

される関係などが，少なからず反映しているのも確かであろう。しかし，

Gautierの真意は，歴史I二の Madeleined’Aubignyをモデルとした歴史

小説を書くことでも，また一種の風俗小説を書くことでもなく， Madeleine

de Maupinとし、う人物を口実として，当時好まれたくvirago）ゃくherma-

phrodite）のイメージに拠って，彼自身の芸術観そのものを披歴しようと

することにあったと思われる。すでに， PierreAlbouyはこの小説を，

ideal/凶el,reve/monde, artiste/homme という二律性をともども生きょ

うとするく芸術家〉の，くhermaphrodite の夢〉を描く作品として捉え

くromandes angoisses de l’artiste et de son impuissance）であると述

べている。そして結論として， Gautierにおけるくhermaphrodite）は，

くhesitant,incertain, incomplet）であるとし，それは Gautierの意図し

た芸術の自由という観念が，単に作品内におけるくfantaisie）の自由にす

ぎないからであるとしている。これは， Mademoisellede Maupinの「序

文」との関連を重視して論じられたものであり， Hugoの主張した，政治

をも含めた芸術家のくlibertetotale）との対比によって行われた指摘と

いうことができ，ある意味で肯繁に当るものといえる。問題となっている

のはく芸術の自由〉ということであるが，この点に関しては， Mademoiselle

de Maupinとその「序文」との関わりを論ずる次章で， やや詳しく考察

してみたい。

また， MichelCrouzetも，この小説について， 芸術家のドラマ，その

創造のドラマとして捉え，くletheme de l’androgyne est lie a l’acte de 
er匂tion）と指摘している。 Crouzetによれば， ロマン主義の芸術家にお
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けるくmoi）とは， humain/divin, つまり homme/artiste という二重

の存在であり，前者がく存在（etre））自体であるのに対して，後者は〈官lj

造する（creer））存在であり， しかもこのく創造する〉存在とは， 潜在的

にしかありえない存在であって，こうした二．重性を生きる困難さが，

]¥ftσdemoiselle de Mσupinのテーマであるとしている。この〈二重性〉と

いう点からこの小説を考えるなら，形式，内存ともに全体がく二重性〉の

とに成り立っている。 GeorgesPouletがしたように，この物語のテーマ

を煎じつめれば，それは理想の美を探求することにある。主人公d’Albert

の試みは，絵画・彫刻・書物など，過去の文化的コードに参照や対照を求

めながら，こまごまと夢想された理想の美の観念を，現実の生気ある実体

のうちにみいだしそれを所有し，さらにそれと一体化しようとすること

にある。その理想の美とは，「Giorgioneの画題を Rubens摘し、た」とい

う具合に「繊細でしかも力強く，優美で生気に宮み，詩的であると同時に

現実的である（くuncaractere de beaute fin et ferme a la fois, elegant 

et vivace, poetique et r台l））」とされるような，相対立するものを結合し

た美で、ぁegoここには， idぬl/巾 l,ame/corps, platonisme/ma凶rialism 

という，相対すーするごつの欲求があらわれており， しかもそれらが同時に

求められている。これは，芸術創造のレヴェルで考えれば，＜ictee）と

<forme）との一体化ということに他ならない。

こうした二重性もしくは二元性は，この物語の細目にわたってみられる。

例えば， d’Albert,Rosette, Theodore/Madeleineの三人の設場人物はみ

な二重性を帯びている。先に述べたように d’Albertは homme/artiste 

であり， reel/idealという二律背反そのものを生きょうとする存在である。

また Rosetteは， d’AlbertとTheodore/Madeleineを結ぶ中継点，ある

いは道といってよい存在だが，彼女はd’Albertにとってくuneapparence 

si seduisante）であり，肉体としては理想的な美を具現した存在でありな

がら，その内面はくmannequind’amour）くcreusestatue）とされる。し

かしその一方で Theodore/Madeleineからみた Rosetteは，理想的な魂

の持主なのである。 Theodore/Madeleineの二重性は，指摘するまでもな
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いが，変装によって獲得された homme/femmeの二重性が，本質的には

femme/angeの三主主性へと発展することに注目したい。つまり homme/

femmeとは人工的な二重性にすぎず， d’Albertにとって Theodore/

Madeleineは，完全に女性なのであって，究極的には femme/angeの二

重性を持つ理想の女性像としてあらわれるのである。

また，物語の展開する時や場所についても二重性というかくambigulte)

といったものがある。題名ともなっている Mademoisellede Maupinと

は，照史上の人物なのか純粋に廉構の産物なのか，あるいは，小説の舞台

は作者の生きた 1830年代であるのか， LouisXIVの時代なのか， しかと

は確定できない。二律背反に背しむ d’Albertの魂は jeune-Franceのそ

れであり， ロマン的であるが，物語を支える様々なテーマには，パロッグ

的といえるものが少なくなし、。すなわち，たえず変身変装して自己解体を

もくろむ，プロテウス的な運動に対する欲求，対照物同志の合体と二重の

存在，世界劇場の観念と劇中劇，プロテウスに化身するく芸術〉など，

] ean Roussetが描き出した文学におけるパロック的特徴が， この

Mademoiselle de Mau1うinに脈うっているのである。たとえ， こうした

テーマが，ロマン主義文学をも特徴づけるものとしても，プロテウス的

な運動に対する欲求を通して自らの重心を移動させ，単一な個我の轍を離

れた白我の多様化へ向おうとするのは，すぐれてノミロック的であり，

Gautierには，こうした哨．好が少なカ、らずある。同時に， M正Zピf

de Mαuρiη 執筆の時期， Gautierが， Theophilede Viauや Georgesde 

Scuderyなどのちに LesGrotesques一巻となる17世紀詩人論を次々と発

表していたことも無視できない要素であろう。ここで Gautierにおけるバ

ロックの問題を論じる余裕も準備もないが，いずれにせよ，この Madem-

oiselle de Maupinには， 同時代性とパロッグ的要素とが，わかちがたく

混入しており，いずれの時代でもあるかわりに，いずれの時代にも属さな

いといった，一種非現実的な時空が描き出されているものと考えられる。

以上のような観点から， Mαdemoisellede Maψinは，二つの世界，二

つの観念，主体と存体とが，相互に混じり合うアンチテーズの糸で織られ
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た作品と考えることができる。そのく二重性〉あるいはくambiguHe）は，

Platonの Banquetや Ovidiusの LesMetamoゆhoses の一筋で語られ

るく永遠なる存在の最も純粋な象徴〉としてのくhermaphrodite）への欲

求と，強く結びつけられている。この欲求とは，自己の夢想や観念の，単

なる観察者としての存在から脱して，自己を多形化し，創造行為に赴こう

とするく芸術家〉の欲求で、ある。本論は，こうした，単一性から多耐性へ

とむかう＜moi）の拡大を， Gautierにおける理想の芸術家たらんとする

統一的な欲求のあらわれとして考察するものである円

II 

Mademoiselle de Maゆ仰木休を論じるに当って， まずこの小説に付

された「序文」について触れる必要があろう。この「序文」は， 1830年代

の文学，社会・道徳および文芸ジャーナリズムなどの，功利主義的な芸術

観もしくは教化的な道徳観に対して，いわゆるく芸術の自律性〉を唱える

ことになった論争文として知られているが，もともと小説本体とは無関係

に，独立した契機，状況のもとで執筆されたものであるD その事情につい

てはよく知られており，多吉は要さないが， 1834年 1月に発表された

Gautierの「Villon論」が Constitutionnelによって「趣味と道徳の腐敗

堕落もはなはだしし、」として論難されたことをきっかけとして，それへの

反駁として執筆されたのが，この「序文」である。従って，状況的な色あ

いの濃い著述として，従来，小説本体とは切り離して考察されてきた。し

かしながら，いかにこの「序文」が状況的な産物であるにせよ，それとあ

い前後して着想され創作された小説本体を，敢えて切り離して考える必然

性は希薄であって，むしろ両者は共に， Gautier自身の芸術観を少なから

ず体現した著作として，非常に密接な関係にあるものと見るのが自然であ

ろう。 Baudelaireが 1859年に執筆した「Gautier論」をみると，彼が

M包demoisellede Mαゅinの本体とその「序文」とを， 等しく Gautier

の芸術観を体したものとして考えていたことがうかがえる。
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Ce roman, ce conte, ce tableau, cette reverie continuee avec 

l'obstination d’un peintre, cette espece d’hymne a la Beaute, 

avait surtout ce grand resultat d百tablird組nitivementla 

condition g白ieratricedes oeuvres d’art, c’est-a-dire l’amour 
(J2) 

exclusif du Beau, 1’！dee fixe. 

Baudelaireが Mademoisellede Maψinから読みとっているのは，

Gautierにおける「芸術作品生成の条件」つまり「美に対する専ーなる愛」

という（lcteefixe）である。このくIdeefixe）とはすなわち，芸術の自律

性にのみ仕えようとする，芸術家としての「義務感」のようなものだと解

してよいだろう。いうまでもなく， Mademoisellede Maupinの「序文」

で， Gautierが最も激しく反論を加えているのは，進歩的観念を奉じて，

芸術を社会の要求や大衆教化の目的に従属させようとする，当時i隆盛をき

わめた功利主義的な芸術観に対してである。芸術の非有用性・芸術の自律

性という観念は，そうした時代思潮への反論という形をとってあらわれた

わけだが，その要点は，芸術を律するのは唯一，創造者たる芸術家個人の

知覚にあるという考え方である。芸術から社会的な目的や効用を追い払う

という考えは， 1832年10月刊行の詩集 Albertusの「序文Jで， すでに明

らかにされており，こちらの方が，状況的な爽雑物が少なく理解しやすい。

En general des qu’une chose devient utile, elle cesse d’etre 

belle. 一一－ Elle rentre dans la vie positive, de poesie, elle 

devient prose, de libre, esclave. 一一 Toutl’art est fa.一一

L’art, c’est la liberte, le luxe, l'effiorescence, c’est l'epanouisse-

ment de l'ame dans l'oisivete. 一一一 Lapeinture, la sculpture, 
(13) 

la musique ne servent absolument a rien. 

ここで GautierがくL’art,c’est la liberte）といっているのは， 芸術

創造とは実利的な効用といった外的事情にとらわれない精神が，自由に羽
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ばたくことにあるという，芸術家のあり方にかかわっているだろう。つま

り，芸術における芸術家のく至上権〉を語るものといえるが，当然のこと

ながら芸術家はその自由を手に入れるかわりに，世界から孤立する危険

もはらむことになる。 Pierre Albouyは Mademoisellede Maゆinの

「序文」を， Hugoに対する反論でもあるとして捉え， Hugoが1828年の

Odes et Ballades「序文」以来求めつづけてきた政治と文学の両面におけ

るくlibertetotale）のくmythe）をうちくだくものだと考えている。そし

て，小説本体，特に劇中劇として組みこまれた Commeil vousρlairaを

めぐる Gautierの芸術観について，それは，く芸術における自由〉であっ

てく芸術の自由〉ではなく，芸術の中にあってのくmetamorphose＞の自

由とは，くfantaisie）にすぎない。従って Gautierにあってはくlarealite 

sociale）とくl’activitedes artistes）とのサンテーズは不可能であり，そ

の点で‘ Mademoisellede Maゆinはくhermaphroditemalheureux）で

ありくhermaphroditede fantaisie）であって，（veritableandrogyne) 

は存在しないと結論している。

Albouyの指摘は確かに鋭いのであるが， Hugoの芸術観を規範として

Gautierのそれを論じている趣きがないではなL、。第一， Mademoiselle 

de Mαup inの「序文」が Hugoの政治的関心をも合めた芸術観への反論

であると， こと新しくいうのは適維ではない。先に挙げた Albertusの

i序文J にみられるように， Gautierは早くから社会における有用性とか

政治的党派性というものに対して反対しているからである。 Gautierが

Hugoに負うところは非常に大きいが，ただ， Hugoの主張した進歩の

観念， 有用な観念， 社会的人道的な観念からは無縁であった。 Hugoは

Odes et Balladesの 1823年版の「序文」以米，社会における芸術の使命

を強調し，幾多の詩集，劇作の「序文」でそれを繰り返し述べるのである

が，ただ1829年の詩集 LesOrientatesの「序文Jには， まことに例外的

に，政治及び社会的発吉はほとんど見られない口そして皮肉なことに，こ

の「序文」から Gautierのうけたところのものは少なくないと考えられ

るのである。それを詳しく論じるにはまた別稿を要するが，例えば次のよ
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うな一節からそれをうかがうことができるだろう。

L’art n’a que faire des lisiらres,des menottes, des baillons ; 

il vous dit: Va! et vous lache dans ce grand jardin de 

poesie, ou il n’y a pas de fruit defendu. L’espace et le 

temps sont au poete. Que le poete done aille ou il veut, en 

faisant ce qui lui plait; c’est la loi. Qu'il croie en Dieu ou 

aux dieux, ( ... ) qu'il prenne pied dans tel si色cleou dans tel 

climat ; qu'il soit du midi, du nord, de l’occident, de l’orient; 
牟（111)

qu’il soit antique ou moderne ... ( ... ) Le poをteest libre. 

ここで Hugoの述べている「詩人は自由である」とは，彼が Cromwell

の「序文」で主張した，古典主義文学における制約への反論の延長であ

り， どのような題材をどのように歌おうともそれは詩人の自由であるとい

う怠で、あろう。しかし次にリ｜く文章は，政治や社会から敢えて距離をと

った Gautierの考え方にかなり近い友明と受けとることが可能であるD

Si done aujourd’hui quelqu’un lui demande a quoi bon ces 
Orientates? qui a pu lui inspirer de s’aller promener en 

Orient pendant tout un volume? que signifie ce livre 

inutile de pure poesie, jete au milieu des pt・eoccupations

graves du public et au seu日d’unesession ? ou est l'oppor-

tunite? a quoi rime !'Orient? ... 11 repondra qu'il n’en sait 

rien, que c’est une idee qui lui a pris; et qui lui a pris 

d’une fac;on assez ridicule, 1’ete passe, en allant voir coucher 
(J6) 

le soleil. 

Gautierの思い摘くことになるく芸術の自由〉とは恐らく， この Les

Orientatesの「序文」で Hugoが述べたところの敷街として捉えられる

F
「
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のではあるまいか。従って， Gautierの旧えるとこるとなったくl'art

pour l’art）の考え方に， Hugoからの影響があることは否めないが，こ

の LesOrientatesの「序文」を分岐点として両者は，社会との関わり方

におけるロマン主義者の，二つの典型ともいえる存在となる。しかし，

HugoとGautierにあってのく芸術の自由〉及びく芸術家の自由〉という

観念がし、ずれも一つのくmythe）に他ならぬ以上，政治と文学との両面に

おけるくlibertetotale）を目ざした Hugoの芸術観を規範として， Gautier

のそれをくfantaisie）に過ぎぬと論断するまえに， Gautierの抱懐した芸

術に対するーの夢を具体的に検討する必要もあるはずである。こうした意

味で， Mademoisellede Maゆinの「序文」とその本体とを， Gautierの

思い描いた理想の芸術家像という同ーのテーマを扱う作品と考えて考察す

ることができるだろう。「序文」はその理論であり，本体はその実際とい

うことである。

III 

Mademoiselle de AftαUjうinを，物語の構成とし、う i白iからみると，必ず

しも斉整のとれた組立てにはなっていない。全体としては， d’Albertと

Theodore/Madeleineという二人の主人公が各々の友人に宛てて書く書簡

体（confessionepistolaire）の形をとっているが， そのあいだに，三人称

休（formeordinaire du roman）や対話体（fonnedramatique），さらに

は劇中劇などがはめ込まれている。また，この書簡休にしても，伝達を同

とする書簡ではなく，告白もしくは独白といってよく， しばしば脱線を繰

り巡す。

全体は十七章で構成されており， l三I夫で簡略に示すと次のようになる。

I～v I confession epistolaire (C. E.) 

(IV) I f orme dramatique 

VI～VII I forme ordinaire du roman 

I (VI) I forme dramat叩 e

！削除日lvio)
d’Albert-Rosette 

Rosette-Theodore 

、、白目，，，，
ハジ（
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vm,..._,1x ¥ c. E. 

x I C.E. 
I c. E. （劇中劇）

I C.E. 

XIII j lettre 

Xト xvic.E. 

XVI I f…ordinaire du roman 

XVII J lettre 

XI 

XII 

Theodore→（Graciosa) 

d’Albert→（Silvio) 

Theodore→（Graciosa) 

d’Albert→Theodore 

Theodore→（Graciosa) 

Theodore→d’Albert 
加fadeleine

第一章から五章まで、は， d’Albertが Silvioという友人に宛てたくcon-

fession epistolaire）である口この物語の三分ーを占めるはじめの五章は，

どの一節をとってみても，主人公のくje）くmoi）のひしめき合った文章で

あり，それは自己の内面に映じた観念や欲求を観察して，そのまましるし

た，一種のくjournalintime）の様相を呈している。若い未亡人 Rosette

との出会いや，エロチックな交わりはあっても， 主人公 d’Albertの自己

は，依然閉ざされたままである。つまり，無力な自己閉塞に陥った主人公

のモノローグである。

ところが，第六章に人って，物語は内容的にも形式的にも新たな展開を

示す。六章の冒頭で作者は次のように断っている。

En cet endroit, si le debonnaire lecteur veut bien nous le 

permettre, nous allons pour quelque temps abandonner a 
ses reveries le digne personnage qui, jusqu'ici, a occupe la 

scene a lui tout seul et parle pour son propre compte, et 

rentrer dans la forme ordinaire du roman, sans toutefois 

nous interdire de prendre par la suite la fonne dramatique, 

s’il en est besoin, et en nous reservant le droit de puiser 
(17) 

encore dans cette espむcede confession epistolaire ... 
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このように，五章までは d’Albert一人のくconfessionepistolaire）で

あった物語は，次の六・七章では三人称体となる。この六章で，謎を秘め

た Theodore/Madeleineが突然登場する。八・九章は再び、d’Albertの書簡

へ戻り，十章では今度は， Theodore/Madeleineから，その友人Graciosa

へ宛てた書簡体となる。 この間， 四章では， d’AlbertとRosetteとの，

また六章では Rosetteと Theodore/Madeleineとの対話体が挿入されて

いる。十一章は， d’Albertから友人宛の書簡であるが，ここにはShakes-

peareの Commeit vous plairaがはめ込まれている。つまりくunepiece 

dans la piece）の場面である口十二章は， Theodore/Madeleineから友

人宛の書簡， そして十三章では， d’Albertから Theodore/Madeleineへ

の手紙となり，これまで互いに別々の相手に宛てて書かれた書簡が，はじ

めて二人の主人公の間でかわされることになる。十四・十五章は，

Theodore/Madeleine から友人宛の書簡，十六章は再度三人称体で書かれ，

終わりの十七章は， Theodore/Madeleineから d’Albertへの別れの手紙

として書かれている。

以上のように概観すると，前半li章とそれ以降との聞には，物語の叙述

形式に，多様化多而化という著しい変化が生じていることが認められるわ

けだが， AdolpheBoschotはこの変化を一つの「亀裂」とみなしその

原因を Mademoisellede Maゆinの創作過程に求めている。 ところで，

今日まで， JJfademoisellede Maupinの手楠とか草稿といったものは確認

されておらず， 当初 Gautierが， どのような構想を持って創作に臨んだ

かは，つまびらかではない。確かなことは，その制作にかなりの月日を要

したことであって， 1833年9月に EngeneRendnelと契約をかわしたあ

と， しばしば中断され， lU行をみたのは1835年の末である。出版社側は，

十七ttt紀に実在した Madeleined’Anbignyをモデルとした， 歴史小説，

冒険小説を期待し， Gautier自身にもそうした関心がなかったとはいえな

いだろうが，出来上がった小説はいわゆる歴史小説でも官険小説でもないO

Bose hotは，この小説が，初めから終わりまで，！｜偵を追って書かれたので

はなく，様々の断章がアマルガムされたものではないかと考えている。つ
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まり， 1830年の Jeune-France的な断片と，十七世紀の Maupinの物語と

を，より合わせたものと見るのである D そのため Gautierは，小説全体か

ら，これら二つの異る時代とは不調和な背景を取り除いたに違いないし，

五章と六章との問に「橋」をかけるために，突然作者が介入し物語とし

ての統一を保ったのだというわけである。従ってこの物語は，時代と場所

とし、う背景を失うことになるが，そこにかえって，現実とは別の時空，

くfantaisie）の世界が構築されていると Bosehot は指摘してい~：
ところが， この Boschotの推論は， 結論としては的を射ているが， 少

少強引なところも無いではなL、。確かに，前半の五章は量的にいって多過

ぎるかも知れない。ただ，先の図表を見て明らかなように，全体としては，

d'AlbertとTheodore/Madeleineという二人の主人公が， Rosetteを仲立

ちにして，かなりシンメトリカルな形で登場し，語り手となっているので

はないだろうか。また，前半五章と，それ以降の聞の溝といっても，すで

にこの前半で， 主人公の願望としてくhermaphrodite）の夢が語られてい

るのである。くhermaphrodite）への希求は， Mad仰 wisellede A1auρinの

構怨段階と弔：なる 1833年末に書かれた Laquelledes deuxとL、う短篇小

説に匹胎しており，この短篇を， ・Mademoisellede ~Mauρin の原型と考え

るならば， Gautierは断続的ながらも，当初から一貫した意図を持って有lj

作に臨んだのではあるまいか。そうすると， ReneBourgeoisも指摘して

いるように，第六章官頭に置かれた，作者介入という「橋Jは， Boschot

がし、うような，前半五章を無駄にしないための「橋」ではなく，内的必然

性をもった， Gautierの意識的手法であると考えられそうである。すな

わち Gautierは，前半五章で，圧倒的なくmoi）の病にとりつかれた主人

公 d’Albertを揃き， その自己閉塞の極った時点で.Theodore/Madeleine 

という謎めいた理想、の女性を登場させ， d’Albertのくmoi）を覚悟し，そ

こからの脱出と，その肱大への契機を与えようとしたのである。そして，

そうした内特に応じた，形式上の多形化をもまた必要としたので、はないか

と考えられる。

従って，六章以降の叙述は，二つのくje）によって行われる。発信者の
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異なる二つのテキストは，二つの中心，二つの光源となり，いわば物語の

表裏をなすように，対位的に組み立てられている。しかし物語の表裏とは

いっても，二つの声部は， 欲求（desir）と欲求の対象（desirable）であっ

て，両者の弔離を暴いてみせるたくやし、の，本来的に出会いの不可能な

くdialoguementeur）として読者に提示されているものではない。むしろ，

この物語を初めてひもとく読者は， d’Albertのくmoi）と Theodore/

Madeleineのくmoi）とが， 二つの異なる主体による発話であることを諒

解しつつも，いつの間にか，時折，それらがどこかで交わって同一化し

双方のうちのいずれが語り手であるのか判然としないような，一種のイリ

ュージョンにとらわれることがあるだろう。作者自身も，これに気づいて

いたはずであり，やや積極的にこれを捉えれば， Gautierの意識的な手法

とまでいえるのではないだろうか。物語の中で， Rosetteが d’Albertに

ついて， Theodore/Madeleine に次のように~t｛ る筒所がある。

《Vousavez avec d’Albert beaucoup de points de ressem-

blance, et, quand vous parlez, il me semble quelquefois que 

ce soit lui qui par le ( ... ）》

このように， d’AlbertとTheodore/Madeleineという二人の口を借り

て語られる世界は，物語としては，その表と裏（それはつまり Rosetteの

よ：と巣でもあるが）を，合わせ鋭にして見せる役割を有しているが，より

象徴的には，二つの戸部がどこかで溶け合い，調和のとれた全的な一つの

ものへと結合してゆくという，相対立するものの相互補完・のヴィジョンと

して，形式とからも提示されているものと思われる。つまり，物語の構成

f'~ 体も， <moi）の拡大に参加しており， <hermaphrodite）をめざしてい

ることがうかがえるわけである。

VI 

Ma vie est celle du coquillage sur le bane de sable, du 
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lierre autour de l'arbre, du grillon dans la cheminee. 一一一

En verite, je suis etonne que mes pieds n’aient pas encore 
(23〕

pris racine. 

これは， 主人公 d’Albertの自己閉塞のイメージを語ったものである。

それ自体で閉さeされた，狭隆な空間に逼塞する， くmobiliぽ〉（動性）を欠

いた存在， くLamort dans la Vie）ともいえる活力の無い世界に生きる

存在である。外界の現実から遮断され，実体を欠いた己れの夢想、や観念に

のみ生きる，無力な存在ということができる。こうした，狭小な空間や，

くmobilite）の欠如は， Mαdemoisellede Mαψin以前の作品では，むしろ

Gautierの好んだところであって， Albertus(1832），や Les]euηes-France 

(1833）の「序文」にしるされているところからも，それがうかがえる。

Un espace de quelques pieds ou il fait moins froid qu’ail-

leurs, c’est pour lui l’univers.一一Leman teau de la cheminee 

est son ciel; la plaque, son horizon. 

11 n’a vu du monde ce qui l’on en voit par la fenetre, et 

il n’a pas eu envie d’en voir davantage. 

Je ne suis rien, je ne fais rien; je ne vis pas, je vegete; 

je ne suis pas un homme, je suis une huitre. 

J’ai en horreur la locomotion, et j’ai bien souvent porte 

envie au crapaud, qui reste des annees entieres sous le 

meme pave, les pattes collees a son Ventre, ses grands yeux 
d’or immobiles, enfonce dans je ne sais quelles reveries de 

(25) 

crapaud .. . 

. ~1ademoiselle de Maゆinに先行するf'Fr1fr1tにみられる，このような自己

の狭小化，不動性への噌好は，功利的なフぶルジョワ精神1のj禰漫する，現実

に対する嫌悪のあらわれで、あり，現実拒否の姿勢であると解釈できる。し

(111) 



かし，こうした反抗が出口のないものであると考えた Gautierは， 1833年

に戯画小説集 Les]eunes-1ケan仰を刊行して， 奇矯な反抗や， 極端な幻

想志向に走る ≪petitcenacle≫ の芸術家たちを榔檎し， 一種の解毒をはか

ったのである。従って， Mademoisellede Mauρinの主人公にとっての

「貝」とか「植物」というイメージは，もはや，功利的な現実に対して己

れを無化し，自己の孤独を保持しようとするものではなく，好ましからざ

る無力さの象徴である。 とりわけ， Gautierにとって，地とに根を張る

くvegetation)（楠物）のイメージは，くmobilite）を問e害するもの，存在の

自由を奪うもののイメージであり，究極的には，精神の自由を奪うものと

して思い描かれている。

このくmobilitめを獲得し，それを十全に生かそうとする試みが，

Mademoiselle de Mauρinの主要なテーマの一つであり，先行作品との顕

著な差異は，このくmobilitめへの欲求を通じて，績極的に夢想の空間を

紘大しようとする姿勢に見い出されるべきものである。

しかし，この＜mobilitめとは， 自己と対象という二つの極が存在して

はじめて生まれうるものであり， 物語の出発点における d’Albertのよう

に，常に円己の観念が先立ち，自己以外のものを対象とすることのできな

し、存在にとっては，獲得しようにもできないものなのである。観念が先行

するとは， GeorgesPouletが指摘したように「ロマン主義が通例， 内在

的なものから超越的なものへ，現実的なものから理想的なものへと向う傾

向があるのに対して， Gautierのそれは，抽象的な観念から出発して，現

実の中に己れの理想を具象化し，肉と実体とを与えようとする」ことに他

ならなし、。く.. . j’ai passe du g台ieralau particulier, et de l'etat de 

simple spectateur a celui d'acteur）とか， くC’est ordinairement 

!'inverse qui a lieu et c’est le fait qui prouve l’idee. J e voudrais 

me prouver le fait par l'idee; je ne le puis ... ）と主人公がいうのは，

その不可能なことを知つての言明である。愛することよりもく愛〉という

観念が先にあるわけであるし詩作以前にく詩〉とし、う観念が存在してい

る。このような観念の憧にとじ込められている限り，それに見合った現実
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の対象物に出会うことはほとんど不可能である。たとえ出会うことがある

としても，主人公の内的観念、を過不足なく満たすことは困難である。

Rosetteとの出会いが，その好例である。 d’Albertが，観念だけで、はない，

五官に感じうる愛人を所有したし、と渇望して，はじめに出会う女性が

Rosetteである。しかしながら，次の引用にみられるように，物質的な快

楽は充足しでも，魂の満足は得られない。相変らず主人公のぐmoi）は，

閉じこめられたままである。

J’ai du plaisir, parce que je suis jeune et ardent; mais ce 

plaisir me vient de moi et non d’un autre. La cause est 

dans moi-meme plut6t que dans Rosette. 

J’ai beau faire, je n’ai pu sortir de moi une minute. 

一－ Je suis toujours ce que j百tais,( ... ) Je n’ai pu venir a 

bout de faire entrer dans ma cervelle l’id白 d’unautre, dans 

mon ame le sentiment d’un autre, dans mon corps la douleur 

ou la jouissance d’un autre. 一－ J e suis prisonnier dans 
(30) 

moi-meme, et toute evasion est impossible. 

主人公にとって，所有するとは，一体化することに他ならなL、。創造行

為についても同様である。内的な観念（idee）を，完慢な形（fonne）のも

とに現実化すること，これが，作品創造にあってのくidee）とくforme）の

一体化である。しかし観念の圧倒的な支配下にある主人公は，自己の描

いた観念に完全に見合う形を与えようとすればするほど，現実には何も創

造できなくなってしまうのは，例えば次の例をみれば明らかである。

Je degage bien en idee la svelte figure du bloc grossier, et 

j'en ai la vision tres nette; mais il y a tant d’angles a 

abattre, tant d’eclats a faire Sauter, tant de coups de rape 

et marteau a donner pour approcher de la forme et saisir 
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la juste sinuosite du contour que je laisse tomber le ciseau 

par terre ( ... ) 

こうしたくictee）の優位．と不吉の背しみから， くlameilleure partie de 

nous est celle qui reste en nouお， etque nous ne pouvons pro【luirc.

一一一 Lespoetes sont ainsi. 一一一 Leurplus beau poeme est Cじlu i 

qu'・ 

内的な観念と外的な形式，魂の充足と I勾体の満足，この：Iれ、に相反する

くmalheureuxcouple）の調和した結合へと止揚する試みとは， 主客の・

休化に他ならなし、。それは，次のような特権的瞬間として，知覚されるの

Moi-meme je faiblissais et j’etais pres de m'evanouir. 一－
Ah! je t'assure que dans ce moment-la je ne songeais guere 

(33) 

si j’etais moi OU Ul1 autre. 

( ... ) je me sentais reellement un autre. L’ame de Rosette 

etait enti・eetout entiere dans mon corps. 一－ Mon ame 

m’avait quitte et remplissait son coeur comme son ame a 
(34) 

elle remplissait le mien. 

これは， Rosetteとの間で， ただ一度しかも束の間だけi；必ずれた至福の

瞬間である。自己とし、う意識が消滅した，語源的な意味での（extase），脱

自己の境地である。主人全の自己はその観念を失って，対象へと流入し

その一方で，他者が自己へと浸透してくるといった，内部と外部，主体と

客体との距離が解消された状態といえる。従って，主人公の理想とする観

念が，眺められるのではなく，行為者として生きうる状態とは，脱自己で

あり他者となったと感じられる現在である。これは，自己の重心が変わる

ことであり，くmobilite）の獲得された状態といってもよい。ただ，脱自己

といい，他者になるといっても，自己の本質は失われではならないのであ
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って，白己を保存しつつ他者であるような，両者を合わせもつ存在という

ことである。例えば，次の自然との一体化を描いた文章に，それがうかが

えよう。

Je ne pensais pas, je ne revais pas, j’etais confondu avec la 

nature qui m’environnait, je me sentais frissonner avec le 

feuillage, miroiter avec l'eau, reluire avec le rayon, m’epa-

nouir avec la fieur ; je n活taispas plus moi que l’arbre, 

l'eau ou la belle-de-nuit. J’etais tout cela, et je ne crois 

pas qu'il soit possible d’etre plus absent de soi-meme que 
(35) 

je l'etais a cet instant-1~. 

「自分でもなく木でも水でもおしろい花でもなかった。それらすべてだ

った」とは，自己であると同時に他者であるような，主客一体化のイメー

ジであり， しかもここでは，木，水，花という具合に，一つの対象ではな

く複数の対象と同時に溶けあっている。

以上のように，一体化の夢とは，くdiablede moi）の権から脱却して，

自己以外のものへと変身または化身する欲求であり， これは勿論，

くhermephrodite）のイメージがそのうしろに映じていることは疑う余地

もない。

さてくhermaphrodite）とは，主人公にとってくreminiscenced活ter-

nelle beautわであって，これは Platonの反映だが， それに至る道は，

単一な自己を多形化しようとする変身くmetamorphoses）の願望として

捉えられる。くJamaispersonne autant que moi n’a desire vivre de la 

vie des autres, et, s’assimiler une autre nature）というように，

Mademoiselle de Maψin はくromande metamorphoses）とし、ってもよ

い。くmetamorphoses＞は，変装，仮両，鏡，劇など， Gautierの好んだ，

パロック的なテーマのもとで，様々に捕かれるが，そこには，二重の意味
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が込められている。その一つは，肉体存在としての自己を，現実に変身さ

せたいとの願望であり，他の一つは， 〈芸術家〉として， 向己の内面に潜

在する観念を作品化しようとするくincarnation）の願望である。つまり

これは， homme/artisteの二重性に照応したものである。

第一の願望は，己れ自身がく美〉になろうとするものだが，物質的な意

味での変身は，叶うはずもない。 Apollon,Parisのいた神々の時代とは違

って，今やくmetamorphoses）の時ではありえないし，しかも， Gautier

にとって，美を体現しうる存在は， 「天使と女性j に限られ，男性はもは

や永遠に，その壬同からしめ出されている。

一一 Obeaute ! Nous ne sommes crees que pour t’aimer et 

t’adorer a genoux si nous t’avons trouvee, pour te chercher 

eternellement a travers le monde si ce bonheur ne nous a 

pas ete donne; mais te posseder, mais etre nous-meme toi, 

cela n'est possible qu’aux anges et aux femmes. Amants, 

poらtes,peintres et sculpteurs, nous cherchons tous a t’el ever 

un autel, l'amant dans sa maitresse, le poete dans son chant, 

le peintre dans sa toile, le sculptem・dansson marbre ; mais 

!'eternal desespoir, c’est de ne pouvoir faire palpable la beaute 

que l’on sent εt d’etre enveloppe d’un corps qui ne I・ealise
(38) 

point l’idee du corps que vous comprenz etre le votre. 

従って， Gautierの真に意図したくmetamorphoses）の意味合いは，美

となることではなく，美を讃えることであり，創造行為のうちにその美を

喚起するという，芸術家の化身の問題に存するものと考えられる。それを

ここでは， くavatar）という，サンスグリット語からはいった 1九Tishnou

の変化を意味する語に着目して検討してみたい。

( ... ) ce que j’envie le plus aux <lieux monstrueux et bizarres 
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de l'Inde, ce sont leur・sperpetuelsαvatσrs et leurs transfor-
(39) 

mations innombrables. 

ヒンズー教の神 Wishnouとは「広がる」「行きわたる」「遍満する」と

いう意味の言葉から出来た名といわれ，その化身物語は叙事詩・プヲーナ

にみられる。その化身は野猪，魚，危から仏陀，カルキに宅る十を数える

とされる。このくavatar）という I需がフランス訴に入ったのは，十九世紀

のはじめとされ， Gautierにとっても日新しい話であったに違いないが，

どのような意味合いでGautierが用いているかを，より具体的に知る手が

かりとして，いくつかの用例をみてみたい。まず， Gautierが1837年に書

いた「Heine論」の一節にこの訴が用いられている。

Ce n’est pas un vain cliquetis d’antitheses de dire litteraire-

ment d’Henri Heine qu'il est cruel et tendre, na1f et perfide, 

sceptique et credule, sentimental et railleur, passionne et 

glacial, spirituel et pittoresque, antique et moderne, moyen 

age et revolutionnaire, ( ... ) c’est l’homme des contraires, 

et cela sans e百ort,sans parti pris, par le fait d’une nature 

pantheiste qui 句rouvetoutes les emotions et pen,;oit toutes 

les images. J amais Protee n’a pris plus de fonnes, jamais 

Wishnou n’a promene son ame divine dans une si longue 
(42) 

serie d’avatars. 

ここで Gautierは Heineを， 相対立する属性を， 両者ともに生きうる

くhommedes contraires）と名づけ，「あらゆる感情を感じ，あらゆるイ

メージを知覚する汎神論的天性の持主」であると述べている。これは，宇

宙の森羅万象を多面的全的に生きる芸術家のイメージであり，それが，

Prot伐の変身， Wishnouの（avatar）といった化身の才に結びつけられ

ている。 Gautierはさらに， Heineの芸術について「内容と形式が完全に
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一体となっており」その言葉は「対象を指し示すのではなく喚起する」と

も述べている。以kのことから， (avatar）という訴は， 人間の多様なア

ンチテーズを生きることによって，多彩で、完壁な作品を有lj造する理想の芸

術家のイメージとして捉えられていると考えてよさそうであるコこのこと

は， 次に挙げる Gautierの「Balzac論｜をみれば， よりー属明らかであ

ろう。

Balzac, comme Vichnou, le dieu indien, possedait le don 

d’avatar c’est-a-dire celui de s’incarner dans des corps 

di百erentset d’y vivre le temps qu'il voulait ; seulement, le 

nombre des αvatars de Vichnou est fixe a dix, ceux de 

Balzac ne se comptent pas, et de plus il pouvait les pro-

voquer a volonte. 一一一 Quoique cela semble singulier a 
(44) 

dire en plein dix-neuvieme siecle, Balzac fut un voyant. 

(le don d’av atどよめが，央．った肉体の中でその生を生きるくincarnation)

の才能を意味するものであることは，これで明らかであろう。

さらに Gautierは， 1856年，文字通り Avataγとし、う小説を発表して，

物理的な霊肉交換を否定して，精神に全能性を与え，芸術創造による，変

身願望の昇華を説くことになる。従ってこの（avatar）という語の持つ観

念は， Gautierにとって大層根の深いものとなっていることがうかがえる

わけである。

以上のように， Gautierにとって「化身」とは，美そのものとはなり得

ない芸術家に残された，唯一の救済の道なのである。

ところで d’Albertは， Theodore/Madeleineとの出会いによって，

(moi）の牢獄から螺旋階段を伝って，開かれた世界へと上昇する契機をう

るが，それでは， Theodore/Madeleineに具現している理想の美とは，い

かなる点に求められているのであろうか。外観の美， formeそれ自体とし
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て眺められた肉体の美が不可欠であることは確かであろうが，それだけで

あるならば， Rosetteをも，理想、の美とすることが出来るはずである。従

って， Theodore/Madeleineの精神性に持目する必要がある。まず第一に

彼女は，男装した女性で、あることによって，世界に対しては男性として行

為する反而，女性としての本質を保持しつつ世界を視る存在である。

femme/homme, etre/paraitre, spectateur /acteur とL、った二毒性を身

をもって生きるくmobilite）を有した存在で・ある。 しかも，はじめは，

この人工的な変装とし、う行為を通して得られた二重性が，次第に本質的な

くhermaphrodite）へと転位させられてゆく。 Theodore/Modeleine 自身

が，それを志向しはじめるのである。そのモデルは， Platonに求められ

てはいるが， homme/femmeという， いわゆる両性具有ではなく， 女性

的なるものの勝った femme/angeのイメージである。

( ... ) au lieu d’une femme deguisee en homme, j’aurais l'air 

d’un homme deguise en femme. En verite, ni l’un ni 

l’autre de ces deux sexes n'est le mien ; je n’ai ni la 

soumission imbecile, ni la timidite, ni les petitesses de la 

femme; je n’ai pas les vices des hommes, leur degoutante 

crapule et leurs penchants brutaux : 一一一 je suis d’un 

troisieme sexe a part qui n’a pas encore de nom : au・dessus

ou au-dessous, plus detectueux ou superieur: j’ai le corps 

et l'ame d’une femme, 1’esprit et la force d’un homme et 

j’ai trop ou pas assez de l’un et de l'autre pour me pouvoir 

accomplir avec l'un d’eux ( ... ) je fiotte perpetuellement de 

1’un al’autre. ( ... ) 

Ma chimere serait d’avoir tour a tour les deux sexes pour 
(45〕

satisfaire a cette double nature. 

Theodore/Madeleineにおけるくhermaphrodite）とは，くj’aile corps 
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et !'a.me d’une femme, 1’esprit et la force d’un homme) という表現

から明らかなように，肉体は完全に女性であって，二重性を帯びているの

は，その精神性のみである。さらにここには，すぐれてノミロック的なテー

マが顔を出しているが， 特に注目すべきは， くflotter）としづ動詞にあら

われたくmobilite）である。しかもこのくmobilite）は，精神性にかかわっ

ているのであるから，イメージとして， 先にみたくavatar), つまり化身

の才に近いものを感じさせる。さらにいえば，ここには，理想の芸術家像

の反映がうかがえ， Theodore/Madeleineを femme/artisteと呼ぶこと

も可能であろう。現に， Theodore/Madeleineは，十一章の劇中劇の場面

で，詩人により多くの自由を与え，芸術上の真を認める考えを提出して，

d’Albertの主張したくfantaisie）の至上権に理解を示している。また彼女

は，くlevrai bonheur est de se pouvoir developper en tous sens et d’etre 

tout ce qu’on peut etre））として，くmobilitめによる臼己の多形化につ

いて語っている。こうして Theodore/Madeleinet主corps-£emme/ esprit ， 

ange (artiste）という凶式で

の思いt品．いた芸f~j家｛象の，いわば Galat伐となった感がある。

さて，この物語は， d’Albertと一夜だけのまじわりを果した立ち去った

Theodore/Madeleineの，一通の書簡によって閉じられる。その書簡に

くenamour comme en poesie, rester en meme point, c’est reculer) 

という象徴的な言葉がみえる。これは，たえず新たな生成を繰り返す，化

身する存在としての芸術家の姿を物語るものではあるまいか。芸術家にと

づての化身とは，作品という形でく白己〉のヴアリアントを生み出すこと

ではないだろうか。

v 

Mademoiselle de Maiφinは，その「序文Jをも合めて， Gautierの芸

術および芸術家に対する観念を， 単一性から多I両性へと［~1）うくmoi）の拡

大として描き出した作品で、ある。それは物語の形式についてもいうことが
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できる。

自他の理想的な結合のイメージであるくhermaphrodite）の夢を抱きな

がら，自らを自由に，すべての方向に展開させ，自分のなりうるすべての

ものになろうとする化身への欲求を通して，この作品で Gautierは，自

らがありたし、と欲するところの芸術家像を描いたものと考えられる。そう

した意味で、 Mademoisellede Mαψinのドラマは， 観念に描いた理想の

美が，瞬時，現実に具現したのち，一つの永遠のイメージとしてのみとど

まりながら，再び、新たな観念へと円環する，芸術家Gautierにとって，終

りのないドラマであり，後の芸術に対する信念と，その源泉とを描いた作

品と考えることができるであろう。
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